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第 4戦のレース時間は 4時間。予選と Gr.1 の決勝を日曜日に行う 1
日開催です。天候は雨。予選は通常の合算タイム制ではなく、SUPER 
GT と同じノックアウト制が採用されています。霧のため、Q1（B ドライバ
ー予選）は 10 分遅れの 8 時 10 分から行われ、野中選手がコースイ
ン。ドライタイヤでのアタックを試みますが、3 周目の終わりにレインタイヤに
交換し、再度アタックを行います。野中選手は 5周目に 1分 32秒 861
のトップタイムをマーク。上位組のQ2Aに進出しました。Q2A（Aドライバ
ー予選）は 8 時 40 分から行われ、松井選手がレインタイヤを装着して
コースイン。1周目に 1分 32秒 925 のトップタイムをマークします。松井
選手のタイムを上回るライバルは現れず、3 戦連続のポールポジションを
獲得。難しいコンディションでの予選となりましたが、チーム一丸となり、持
ち前のスピードを発揮することができました。なお、服部選手と吉田選手
が出場する C/D ドライバー予選は雨のためキャンセルとなっています。 
チームはスタートドライバーに吉田選手を起用。3回のドライバー交代を伴うピットイン義務があるため、野中選手、服部選手、松井選手の
順にバトンをつなぐ計画です。12時 58分、決勝レースがスタート。雨は小康状態で、吉田選手はドライタイヤを装着しています。トップで 1
周目を終了した吉田選手は、2 位の#338GR Supra との差を広げていきますが、完全に引き離すことはできず、5 秒前後の間隔で周回
を重ねます。スタートから約 1時間 20分が経過した 54周目に吉田選手がピットイン。野中選手に交代し、給油と運転席側 2本のタイヤ
交換を行ってピットアウトします。コースに復帰した野中選手の順位は 4位ですが、翌周に#338GR Supra、さらに 56周目に#22ポルシ
ェがピットインしたため、難なくトップに復帰。2 位の#338GR Supra は A ドライバーがドライブしているため、野中選手は周回を重ねるたび
にリードを広げていきます。レースの約半分を経過した 81 周目、両車の差は 27 秒に拡大。野中選手に手綱を緩める気配はなく、その後
も#338GR Supra とのリードを広げていきます。97周目、約 1時間の走行を終え、野中選手がピットイン。服部選手に交代し、給油とタ
イヤ 4本交換を行ってピットアウトします。コースに復帰した服部選手の順位は 2位。トップはピットイン 1回のみの#338GR Supra で、2
台の差は約 49秒です。フレッシュタイヤに交換した服部選手は徐々にギャップを埋めていき、残り 1時間手前の 109周目終わりの時点で
35 秒まで接近。113 周目には#338GR Supra が 2 回目のピットインを行いますが、翌周には服部選手もピットに戻り、松井選手に交
代します。1 回目と同じ、給油と運転席側 2 本のタイヤ交換を行ってピットアウト。コースに復帰した松井選手の順位は 2 位ですが、上位

のピットインにより、116 周目にトップに立ちます。すぐ後ろにはドライバー交代を行っ
た#338GR Supraがつけていますが、あと 1回のピットインを残しているため、松井
選手はリスクを冒すことなく、118 周目にトップを譲ります。#338GR Supra と松
井選手の差は徐々に拡大していき、残り 30分時点（138周目）で 20秒 497
まで広がります。しかし、残り 20 分となった 145 周目、#338GR Supra がピット
イン。これにより、松井選手が初めてトップにたちます。#338GR Supra のドライバ
ーは A ドライバーに変わっており、40秒以上の大差がついています。松井選手は安
定したペースで最後まで走りきりトップチェッカー。ドライバーと店舗メカニックがノーミス
で仕事をした結果、待望の今季初優勝を手にすることができました。 

ENEOS スーパー耐久シリーズ 2026 Empowered by BRIDGESTONE 第４戦 
SUGO スーパー耐久 4時間レース スポーツランド SUGO（宮城県村田町） 

決勝結果（ST-Z クラス） 
♯52 埼玉 GB GR Supra GT4 EVO2 
（松井宏太／野中誠太／服部尚貴／吉田広樹） 

決勝 1 位（159 周、4 時間 02 分 03 秒 584） 
予選 1 位（Q2A 1 分 32 秒 925） 

■ポール・トゥ・ウィンで今季初優勝を達成■ 
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Green Brave PARTNERS 

      
赤城車体工業株式会社          株式会社アルシェ        アルファクラブ武蔵野株式会社    株式会社 FM NACK5 

 

    
株式会社岡崎巧芸        株式会社カーグラス・JP       埼群スリーボンド株式会社       株式会社三和広告社       

 

     
JU埼玉オートオークション株式会社        株式会社西武ライオンズ      株式会社セーフティーライフ      ティーズ・ワークス           

 

     
株式会社デンソーソリューション   東京キリンビバレッジサービス株式会社    トヨタホーム東京株式会社   トヨタモビリティパーツ株式会社 埼玉支社      

 

             
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社   マックメカニクスツールズ株式会社       丸和工業株式会社         Mechanix Wear LLC           
 

 
株式会社リビコー 

ST-Z クラス ポイントランキング 
順位  車番       チーム            ポイント 
1位  25  TEAM ZEROONE        85.5 
2位  52  埼玉 Green Brave         77 
3位  22  KOKUSAI GROUP GT4 RS CS 69 
4位  34  TECHNO FIRST  66 
5位  885 SHADE RACING  50 
6位  20  チームインパル  40 

                上位６位まで 

ST-Z クラス 決勝結果 
順位                チーム           周回数 
1位︓#52 埼玉 GB GR Supra GT4 EVO2（トヨタ GR Supra GT4 EVO2） 159周 
2位︓#338 GR Garage Balakong GR Supra GT4（トヨタ GR Supra GT4 EVO2）  158周 
3位︓#885 シェイドレーシング GR Supra GT4 EVO2（トヨタ GR Supra GT4 EVO2）  158周 
4位︓#34 TECHNO FIRST R8 LMS GT4（アウディ R8 LMS GT4）  158周 
5位︓#20 NANIWA DENSO TEAM IMPUL Z（日産 Z NISMO GT4） 157周 
6位︓#25 日産メカニックチャレンジ Z NISMO GT4（日産 Z NISMO GT4） 157周 

                               出走 10台 トップ 6 まで 

松井宏太選手 
ドライバー全員が、ミスなく最後まで無
事つなげられたのと、あとは前半でだい
ぶギャップを築いてくれたので、プレッシャ
ーを感じることなく、運転できました。今
週、すべてのコンディションを走らせても
らっていたので、どんなコンディションでも
問題ないと思っていましたし、SUGO
はすごく得意なイメージがあったので、
良いレースウィークを過ごせたと思いま
す。338号車がもう 1回ピットに入る
ことはわかっていたので、無理して追っ
かけるのではなく、安全マージンを持ち
ながら走っていました。 

吉田広樹選手 
前戦と比べて良いレースができました
し、誰もミスしなかったので、良かったと
思います。走り出しは結構良かったので
すが、少し濡れてきたあたりで、他のクラ
スに引っかかってギャップがなくなりまし
た。待機しているうちのメンバーはみんな
速いので、無理せずつなげればという思
いで走っていました。次のオートポリスは
5時間で獲得ポイントがすごく大きいの
で、絶対落としたくないです。去年は
ST-Z クラスの開催がなかったので、1
年ぶりのオートポリスで良いレースができ
ればと思います。 

服部尚貴選手 
チーム力がすごく発揮されたレー
スだと思います。今年速さはあっ
たのですが、成績がどうしても残
らないレースが続いていました。
今回はすべてを完璧にできたレ
ースだと思います。今回はすごく
気を引き締めてというか、すべて
に気を配った作戦でしたが、次も
こういう感じで、ぴったり当てはめ
ていけるように頑張れば、チャン
ピオンを取れそうな気がします。
残り 3 つ、勝ちに行きたいと思い
ます。ありがとうございました。 

野中誠太選手 
久しぶりの優勝なので、すごくうれしい
です。ちょうど雨が降ってきたタイミング
で変わったのですが、その後雨はやん
でくれたので、ドライのまま、良いペー
スで走ることができました。しっかりバト
ンをつなぐことができ、良かったです。
練習の時に似たようなコンディションを
走っていたので、自信を持っていまし
たし、落ち着いてタイヤをマネジメント
しながら走ることができたと思います。
次のオートポリスは 5時間なので、
大きなポイントを持ち帰って終盤に向
けて勢いをつけたいと思います。 

■DRIVERS VOICE 

[次戦予告] 7月 25日～26日 オートポリス（大分県） 


